
練 馬 総 合 病 院
財団法人東京都医療保健協会

http://www.nerima-hosp.or.jp

病院の理念

職員が働きたい、働いてよかった、

患者さんがかかりたい、かかってよかった

地域が在って欲しい、在るので安心

といえる医療をおこなう。

Oct.2007

Hello Hospital

地域の皆さまと共に

Nerima-General-Hospital

Vol.６５

地域連携パス特集



CONTENTS目 次

　　　　　地域の皆様へ ・・・・・・・　１

　　　　　お知らせ・ご案内 ・・・・・・・　２～９

検査の話 ・・・・・・・　１１

健康と食事 ・・・・・・・　１２

リハビリ通信 ・・・・・・・　１３

　なんでもQ&A ・・・・・・・　１４

薬の話 ・・・・・・・　１０

　○　地域連携パス特集
　　　大腿骨頸部骨折・内視鏡・糖尿病
　○　敬老の日講演会
　○　外来アンケート集計結果
　○　新任医師紹介　
　○　病院訪問・看護体験
　　

聴力検査・・

薬と食べ物の相互作用について

健診の受け付けは・・・？

メタポリックシンドロムの予防

高齢者の骨折の治療とリハビリテーション



1　ﾊﾛｰﾎｽﾋﾟﾀﾙ　65号

Ⅰ
　
医
師
免
許
と
基
本
的
人
権

　　
九
月
一
日
、
医
療
と
法
律
研
究
協
会
主

催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
医
療
と
法
律
の
共
生

を
目
指
し
て
」
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。
医
師
法
第
二
十
一
条
が
テ
ー

マ
で
し
た
。
警
察
庁
、
法
務
局
、
厚
生
労
働

省
、
全
日
本
病
院
協
会(

筆
者)

、
日
本
病
院

会
、
日
本
医
師
会
か
ら
発
言
し
ま
し
た
。
行

政
側
と
医
療
側
の
認
識
の
相
違
に
驚
き
ま

し
た
。
医
師
法
第
二
十
一
条
は
、
医
師
が
死
体

を
検
案
し
、
異
状
と
判
断
し
た
場
合
に
は
所

轄
警
察
署
に
届
出
よ
と
い
う
法
律
で
す
。
死

亡
に
犯
罪
が
関
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
場

合
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
し
た
。
　

通
常
の
診
療
経
過
で
死
亡
し
た
場
合
に

は
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
家
族
の
承
諾
を
得
て

死
因
を
救
命
す
る
た
め
に
病
理
解
剖
を
し
、

死
亡
診
断
書
を
記
載
し
ま
す
。
犯
罪
の
可

能
性
が
あ
れ
ば
、
死
体
を
検
案
し
、
検
案

書
を
記
載
し
ま
す
。
必
要
が
あ
れ
ば
、
司

法
解
剖
・
行
政
解
剖
を
し
ま
す
。

し
か
し
、
「
検
案
」
や
「
異
状
」
の
定
義
が
、

一
部
の
人
た
ち
の
意
見
で
、
い
つ
の
間
に
か

拡
大
解
釈
さ
れ
ま
し
た
。
医
師
が
診
療
行

為
を
行
い
、
患
者
の
死
亡
を
確
認
し
た
場
合

に
は
、
警
察
に
届
出
な
け
れ
ば
医
師
法
違

反
で
逮
捕
さ
れ
る
の
で
す
。

国
民
は
誰
で
も
基
本
的
人
権
が
保
障
さ

れ
て
お
り
、
憲
法
第
三
八
条
に
「
何
人
も
、

自
己
に
不
利
益
な
供
述
を
強
要
さ
れ
な

い
」
と
黙
秘
権
（
自
己
負
罪
拒
否
特
権
）
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
広
尾
事
件
で
は
、
最

高
裁
は
、
「
医
師
に
一
定
の
不
利
益
を
負
わ

せ
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
も
、
医
師
免
許

に
付
随
す
る
合
理
的
根
拠
の
あ
る
負
担
と

し
て
許
容
さ
れ
る
」
、
「
一
定
の
不
利
益
は

や
む
を
得
な
い
」
と
し
ま
し
た
。
医
師
免
許

を
持
つ
か
ら
に
は
、
基
本
的
人
権
が
保
障
さ

れ
な
い
と
い
う
の
で
す
。

　
通
常
の
診
療
経
過
で
死
亡
し
た
ら
、
警
察

に
届
出
、
業
務
上
過
失
致
死
罪
の
疑
い
あ

り
と
し
て
刑
事
事
件
と
し
て
取
り
調
べ
を

受
け
、
さ
ら
に
、
人
権
が
保
障
さ
れ
な
い
の

で
す
。

Ⅱ
　
救
急
患
者
受
け
入
れ
逡
巡
の
要
因

治
療
の
結
果
、
重
篤
あ
る
い
は
死
亡
し
た

と
き
に
は
、
業
務
上
過
失
傷
害
あ
る
い
は
致

死
罪
に
問
わ
れ
る
虞
が
あ
る
の
で
す
。

治
療
困
難
な
患
者
の
積
極
的
治
療
を
回

避
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

多
忙
時
や
夜
間
の
手
薄
の
時
に
、
危
篤

あ
る
い
は
状
況
の
分
か
ら
な
い
患
者
を
受
け

入
れ
て
、
刑
事
被
告
人
に
な
る
可
能
性
を

回
避
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
奈
良
県
や
千
葉
県
の
救
急
患
者
の
受
け

入
れ
を
躊
躇
し
た
事
例
等
で
、
公
式
コ
メ
ン

ト
は
、
「
専
門
医
不
足
」
「
業
務
多
忙
」
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な

社
会
の
風
潮
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
自
分
を
犠
牲
に
せ
よ

と
い
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
以
上
、
医
師
バ
ッ
シ
ン
グ
が
進
め
ば
、

医
師
の
誇
り
も
使
命
感
も
削
が
れ
、
身
を

粉
に
し
て
働
く
こ
と
、
危
険
を
冒
す
こ
と
は

な
く
な
り
、
安
全
で
楽
な
方
向
に
行
く
し

か
な
い
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
有
能
な
若
者

が
医
療
界
に
入
っ
て
こ
な
く
な
る
で
し
ょ

う
。
困
る
の
は
、
わ
た
く
し
た
ち
国
民
で

す
。

地
域
の
皆
様
へ
　
　
　
医
療
の
崩
壊
を
放
置
し
て
良
い
か

―
医
療
者
に
人
権
は
な
い
の
か
―
　
　  

病
院
長
　
飯
田
修
平

専
門
医
の
増
加
よ
り
も
前
に
、
医
療
従

事
者
が
誇
り
を
持
っ
て
、
安
心
し
て
働
け
る

環
境
整
備
が
急
務
で
す
。

Ⅲ
　
近
況

今
年
の
夏
は
異
常
で
し
た
。
ク
ー
ル
・
ビ
ズ

に
し
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
ま

ま
、
年
中
通
し
た
い
気
分
で
す
。

　
九
月
十
四
日
敬
老
の
日
講
演
会
「
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ム
の
予
防
」
を
公
民
館
で
開

催
し
ま
し
た
。
多
く
の
地
域
の
方
の
参
加
を

い
た
だ
き
、
医
師
、
看
護
師
、
理
学
療
法
士

の
講
演
と
、
パ
ネ
ル
討
議
を
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
の
多
く
の
質
問
に
も
お
答

え
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
近
隣
区
の
方
の
参

加
も
増
え
ま
し
た
。

　
他
の
病
院
職
員
、
学
生
、
産
業
界
、
行
政

等
、
多
く
の
見
学
者
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　
患
者
さ
ん
や
家
族
か
ら
の
お
褒
め
の
言

葉
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
対
応
の
良
く
な

い
職
員
に
関
す
る
お
し
か
り
も
あ
り
ま
す
。

　
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
、
再
教
育
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
・
区
民
・
近
隣
区
民
の
皆
様
の
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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地
域
連
携
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
は
、
従
来
の
ク
リ

ニ
カ
ル
パ
ス
の
運
用
を
、
ひ
と
つ
の
医
療
機
関

内
だ
け
で
な
く
、
地
域
医
療
圏
に
ま
で
拡
大

し
た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
は
あ
る
疾
患
の
急
性
期
、
回
復
期
、
維

持
期
の
治
療
、
看
護
を
よ
り
専
門
性
の
高
い

連
携
医
療
機
関
で
分
担
す
る
こ
と
に
よ
り
、

従
来
の
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
以
上
に
医
療
の
質
向

上
と
、
効
率
化
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
地
域
連
携
パ
ス
特
集

　
　
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
の

　
　
　
　
　
　
運
用
に
つ
い
て

　
当
院
で
は
平
成
十
八
年
か
ら
、
大
腿
骨
頚

部
骨
折
に
対
す
る
地
域
連
携
パ
ス
の
導
入
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
手
術
お
よ
び
術
後
管
理
を

中
心
と
し
た
急
性
期
医
療
を
当
院
が
担
い
、

そ
の
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た

回
復
期
医
療
を
連
携
病
院
で
継
続
す
る
も
の

で
す
。

　
こ
の
連
携
パ
ス
で
は
、
大
腿
骨
頚
部
骨
折
に

対
し
て
複
数
の
医
療
機
関
で
、
い
つ
ど
の
よ
う

な
治
療
、
看
護
行
為
が
行
わ
れ
る
か
と
い
う

医
療
の
全
過
程
を
示
し
た
も
の
で
す
。
同
時

に
患
者
の
回
復
状
況
の
経
時
的
変
化
を
共
有

で
き
ま
す
。

　
現
在
練
馬
総
合
病
院
が
参
加
し
て
い
る
大

腿
骨
頚
部
骨
折
パ
ス
連
携
機
関
は
以
下
の
７

施
設
で
す
。

　
１
　
清
瀬
上
宮
病
院

　
２
　
慈
誠
会
記
念
病
院

　
３
　
信
愛
病
院

　
４
　
竹
川
病
院

　
５
　
徳
丸
病
院

　
６
　
東
所
沢
病
院

　
７
　
辻
内
科
循
環
器
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
数
名
が
こ
の
パ
ス
を
利

用
し
て
転
院
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
転
院
時
期

の
決
定
の
遅
れ
な
ど
が
あ
り
、
有
効
に
活
用

で
き
る
と
と
こ
ろ
ま
で
は
ま
た
到
達
し
て
い
ま

せ
ん
。

　
定
期
的
に
連
携
機
関
が
集
ま
り
デ
ー
タ
の

分
析
を
行
い
、
よ
り
完
成
さ
れ
た
も
の
を
作
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

大
腿
骨
頸
部
骨
折

　
　
　
　
　

　
　
　
　
整
形
外
科
　
宮
永
医
師

糖
尿
病
は
、
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
、

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
不
良
の
ま
ま
数
年
経

過
す
る
と
、
網
膜
症
、
腎
症
、
神
経
障
害
、

心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
、
閉
塞
性
動
脈
硬
化

症
等
の
合
併
症
を
生
じ
ま
す
。

 

糖
尿
病
セ
ン
タ
ー
で
は
医
師
、
看
護
師
・

栄
養
士
・
薬
剤
師
・
臨
床
検
査
技
師
、
理
学

療
法
士
な
ど
の
専
門
職
が
協
力
し
て
食

事
、
運
動
等
の
指
導
・
教
育
を
は
じ
め
、
あ

ら
ゆ
る
合
併
症
に
対
応
で
き
る
体
制
を
構

築
し
て
お
り
ま
す
。

糖
尿
病
患
者
さ
ん
は
早
期
に
専
門
医
に

よ
る
適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
。
練
馬
区
の
場
合
は
予
備
軍
を
含

め
た
糖
尿
病
患
者
は
約
９
万
人
と
推
定
さ

れ
ま
す
。
増
加
す
る
糖
尿
病
患
者
さ
ん
を

診
療
す
る
に
あ
た
り
、
一
施
設
で
患
者
さ

ん
を
診
療
す
る
の
は
効
率
が
悪
く
、
病
院

と
診
療
所
が
役
割
を
分
担
し
、
診
療
を
す

す
め
て
い
く
体
制
が
望
ま
れ
ま
す
。

こ
れ
を
糖
尿
病
地
域
連
携
と
い
い
ま

す
。 

食
事
指
導
、
運
動
指
導
、
疾
患
の
内

容
の
糖
尿
病
教
育
を
実
践
す
る
に
は
多
く

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
と
な
り
、
栄
養
士
、

看
護
師
、
薬
剤
師
、
理
学
療
法
士
等
で

チ
ー
ム
を
組
む
必
要
が
あ
る
の
で
当
院
が

担
当
し
ま
す
。

患
者
さ
ん
が
糖
尿
病
を
理
解
し
、
病
状

が
安
定
し
た
と
こ
ろ
で
住
居
に
近
い
診
療

所
で
診
療
を
う
け
て
い
た
だ
き
、
三
～
六
ヶ

月
に
一
回
当
院
を
受
診
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
病
状
が
悪
化
し
た
場
合
は
当
院
で
入

院
を
引
き
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
ご
安
心
下
さ
い
。

医
療
機
関
が
円
滑
な
連
携
を
行
う
た
め

に
は
、
連
絡
の
た
め
の
書
類
が
必
要
で
す
。

「
糖
尿
病
地
域
連
携
パ
ス
」
は
、
患
者
さ
ん

の
病
状
や
診
療
計
画
を
表
に
し
た
も
の

で
、
連
絡
を
密
に
す
る
目
的
で
作
成
し
ま

し
た
。
「
糖
尿
病
地
域
連
携
パ
ス
」
に
は
当
院
で

診
断
し
た
糖
尿
病
の
病
状
、
実
施
し
た
治

糖
尿
病
地
域

連
携
に
関
し
て

 

当
院
で
の
急
性
期
の
治
療
を
終
え
、
順
調

に
回
復
し
た
場
合
、
退
院
後
の
経
過
観
察

を
、
か
か
り
つ
け
医
で
お
こ
な
え
ま
す
。

 

こ
れ
は
患
者
の
病
状
に
関
す
る
情
報
を
交

換
し
、
治
療
内
容
を
共
有
で
き
る
か
ら
で

す
。
患
者
の
利
便
性
を
高
め
、
地
域
医
療

連
携
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
地
域
連
携
パ
ス

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
「
大
腿
骨
頚
部
骨
折
パ
ス
」
が
始
ま

り
、
近
日
中
に
は
「
糖
尿
病
連
携
パ
ス
」
「
大

腸
癌
２
次
検
診
ー
治
療
パ
ス
」
「
胃
瘻
増
設

管
理
パ
ス
」
の
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

糖
尿
病
セ
ン
タ
ー
長
　
柳
川
達
生
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療
、
糖
尿
病
教
育
内
容
等
を
診
療
所
に
伝

え
ま
す
。
当
院
を
受
診
さ
れ
る
場
合
に
は
、

診
療
所
で
の
治
療
経
過
が
当
院
に
伝
わ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
連
携
を
強
化
し
、
共
通

の
治
療
方
針
で
、
糖
尿
病
診
療
を
行
う
体

制
の
構
築
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

 

最
近
、
地
域
連
携
に
よ
る
診
療
体
制
が
い

く
つ
か
の
地
域
で
運
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

糖
尿
病
の
状
態
が
不
安
定
で
あ
っ
た
り
、
治

療
方
針
を
こ
れ
か
ら
決
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
患
者
さ
ん
は
、
当
院
で
の
治
療
が
望
ま

し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
病
状
の
安

定
し
た
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
住
居
に
近
い

診
療
所
で
、
当
院
と
同
じ
方
針
で
診
療
を

う
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

こ
の
よ
う
に
、
医
療
機
関
で
役
割
を
分
担

し
、
地
域
連
携
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
効
率
の
よ
い
診
療
体
制
を
構
築
で
き
ま

す
。
　
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も
利
点
の
あ
る
体
制

で
す
の
で
、
ご
理
解
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

内
視
鏡
関
連

　
地
域
連
携
に
関
し
て

内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
長
　
栗
原
直
人

　
練
馬
総
合
病
院
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
は
、

二
０
０
七
年
一
月
新
病
院
に
お
い
て
最
先

端
の
機
器
を
導
入
し
充
実
し
た
医
療
を
提

供
し
て
お
り
ま
す
。

検
診
（
胃
透
視
、
便
潜
血
反
応
な
ど
）
で

異
常
を
指
摘
さ
れ
た
場
合
、
消
化
管
の
精

査
目
的
で
、
上
部
消
化
管
内
視
鏡
検
査
や

下
部
消
化
管
内
視
鏡
検
査
が
行
わ
れ
ま

す
。
当
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
で
は
、
安
全
か
つ

苦
痛
の
少
な
い
内
視
鏡
検
査
を
効
率
よ
く

実
現
で
き
る
よ
う
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。

自
動
患
者
監
視
装
置
を
設
置
し
、
血

圧
、
脈
拍
、
血
中
酸
素
濃
度
な
ど
患
者
さ

ん
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
、
安
全
で
楽
な

内
視
鏡
検
査
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
　
　

　
内
視
鏡
検
査
の
施
行
中
は
患
者
用
モ
ニ

タ
ー
を
通
じ
て
、
ご
自
身
の
胃
や
腸
の
中

を
見
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

こ
の
検
査
で
良
性
疾
患
（
胃
潰
瘍
、
胃
ポ

リ
ー
プ
、
大
腸
ポ
リ
ー
プ
な
ど
）
や
悪
性
疾

患
（
食
道
癌
、
胃
癌
、
大
腸
癌
な
ど
）
を
視

診
し
ま
す
。

内
視
鏡
検
査
の
技
術
的
向
上
に
よ
っ

て
、
早
期
の
悪
性
疾
患
、
ポ
リ
ー
プ
な
ど
は

内
視
鏡
治
療
、
つ
ま
り
内
視
鏡
的
に
病
変

を
切
除
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
病
変
の
大
き
さ
に
よ
り
、
内
視
鏡

治
療
後
、
ご
入
院
い
た
だ
き
、
安
全
・
確
実

な
術
後
管
理
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
当
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
の
地
域
連
携
の
取

り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

上
部
消
化
管
お
よ
び
下
部
消
化
管
内

視
鏡
検
査
は
か
か
り
つ
け
医
療
機
関
で
必

要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
電
話
や
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
ご
希
望
の
日
時
に
検
査
を
予
約
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

患
者
さ
ん
は
当
日
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
で

検
査
を
受
け
、
結
果
は
か
か
り
つ
け
医
か

ら
説
明
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
病
気
が
診
断
さ
れ
た
場
合
は
、

当
院
や
か
か
り
つ
け
医
で
治
療
を
お
こ
な

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

か
か
り
つ
け
医
と
当
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー

で
は
患
者
さ
ん
の
病
状
に
つ
い
て
情
報
を

交
換
し
、
適
切
な
治
療
が
行
え
る
よ
う
に

医
療
連
携
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

練
馬
区
を
は
じ
め
、
大
腸
癌
の
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
検
査
と
し
て
便
潜
血
反
応
検
査
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
便
潜
血
陽
性
者
は
大

腸
疾
患
を
有
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。当
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
で
は
半
年
間
に
約

百
名
の
便
潜
血
陽
性
患
者
に
対
す
る
２
次

検
診
を
行
い
ま
し
た
。
大
腸
疾
患
の
有
病

率
は
約
六
０
％
で
あ
り
、
約
一
０
％
に
大

腸
癌
が
み
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
新
た
な
試
み
と
し
て

便
潜
血
陽
性
の
２
次
検
診
に
対
す
る
医
療

連
携
パ
ス
を
作
成
し
、
地
域
の
医
療
機
関

と
の
連
携
を
図
っ
て
、
大
腸
疾
患
に
対
す

る
迅
速
な
検
査
、
治
療
が
行
え
る
よ
う
に

し
て
お
り
ま
す
。
　

ま
た
、
高
齢
社
会
を
む
か
え
、
在
宅
医

療
が
重
要
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

食
事
が
十
分
と
れ
な
い
患
者
さ
ん
に
対

し
て
、
在
宅
栄
養
管
理
の
一
環
と
し
て
経

腸
栄
養
を
目
的
に
、
胃
瘻
や
腸
瘻
の
造
設

が
積
極
的
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
当
院
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
で
は
内
視

鏡
的
に
胃
瘻
増
設
を
積
極
的
に
お
こ
な
っ

て
お
り
ま
す
。

胃
瘻
の
増
設
、
管
理
、
交
換
、
個
々
の

患
者
に
と
っ
て
必
要
な
栄
養
管
理
を
含
め

て
地
域
連
携
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
、
病
院
内
の
胃
瘻
造
設
パ
ス
を
地

域
連
携
パ
ス
へ
と
発
展
さ
せ
る
準
備
を
す

す
め
て
い
ま
す
。

　
地
域
連
携
パ
ス
は
治
療
の
経
過
を
医
療

従
事
者
（
か
か
り
つ
け
医
療
機
関
や
当
院
）

が
確
認
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
患
者
さ
ん

本
人
が
病
気
や
治
療
方
法
、
治
療
計
画
を

理
解
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
、
内

視
鏡
分
野
に
お
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
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　　敬老の日講演会開催
敬老の日にちなみ、平成２０年度からはじまる特定健診に焦点をあて、健診の基準にも

なるメタボリックシンドロムの予防について、下記の通り、講演会を開催いたしました。

健診を利用し、成人病をどう防ぐのか、地域の皆様とともに考える機会を設けることが

出来、多くの方にご参加を頂き、ありがとうございました。

内容は下記プログラムにて行われました。
 　主催：財団法人東京都医療保健協会　　練馬総合病院

 　後援：練馬区

 　日時：平成１９年９月１４日（金）　　午後２時～４時２０分

 　会場：練馬区公民館　練馬区豊玉北６－８－１（練馬区役所裏）

　　プログラム

　　2:00～2:05　　挨拶　　林　芳男

　　2:05～2:10　　挨拶　　飯田　修平

　　2:10～2:15　　挨拶　　関口 和雄

　　2:15～2:20　　挨拶　　國田　正矩

講演

Ⅰ部　「メタボリックシンドロムの予防について」

　　2:20～2:30　　リハビリテーションの立場から　橋本　健太郎　　練馬総合病院　理学療法士

　　2:30～2:40　　看護師の立場から　　　　　　　橘　美登里　　　練馬総合病院　外来師長

　　2:40～3:10　　医師の立場から　　　　　　　　　高木　俊和　　 練馬総合病院

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　内科医師　健診センター長

　Ⅱ部　　パネルディスカッション

　

司　　　会　　　　　　　　　

 　　 　

●同時開催 １３時から１４時までと講演後１７時までの間、ロビ－にて当院専門職員

　　　による各種相談（服薬相談、医療福祉、栄養）を行ない。

　無料血糖測定も行ないました。

練馬総合病院理事長

練馬総合病院院長

練馬副区長

練馬区医師会会長

飯田　　修平　　　　

高木　俊和　　　　　

橘　美登里　　　　　

橋本　健太郎　　　

練馬総合病院院長

練馬総合病院　内科医師　健診センター長

練馬総合病院　外来師長

練馬総合病院　理学療法士

3:15～4:15
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平
成
一
九
年
六
月
十
日
（
日
）
に
練
馬

区
医
師
会
館
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」
に
て
第

十
四
回
練
馬
医
学
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
練
馬
医
学
会
は
平
成
六
年
一
月
に

第
一
回
が
開
催
さ
れ
て
以
来
、
練
馬
区

医
療
機
関
の
交
流
、
知
識
交
換
の
場
と

し
て
毎
年
開
か
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

平
成
九
年
、
第
四
回
練
馬
医
学
会
か
ら

「
区
民
健
康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
本
年
の
練
馬
医
学
会
は
第

一
部
で
は
高
齢
者
に
多
い
泌
尿
器
科
疾

患
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
二
部
は
主
に
練
馬
区
の
医
療
機
関
か

ら
二
七
演
題
の
興
味
深
い
内
容
が
発
表

さ
れ
、
熱
心
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
学
会
の
特
徴
は
幅
の
ひ
ろ
い
分

野
か
ら
の
発
表
で
す
。

こ
れ
は
練
馬
医
学
会
の
発
足
時
に
十

三
も
の
小
研
究
会
を
統
合
し
て
総
合
症

例
検
討
会
を
開
催
す
る
方
針
が
継
続
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

練
馬
総
合
病
院
は
練
馬
区
の
医
療
機
関

と
し
て
本
学
会
を
重
視
し
、
本
年
も
四
演

題
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

当
院
職
員
の
発
表
内
容
の

  

要
点
を
示
す
と
、

１
．
看
護
計
画
の
説
明
と

            

　
同
意
に
つ
い
て
：

  

　
　
　            

　
（
看
護
部
）

   
 

入
院
診
療
計
画
書
に
看
護
行
為
を

記
載
し
、
患
者
・
家
族
に
わ
か
り
や

す
く
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
看

護
内
容
を
理
解
し
た
上
で
患
者
・

家
族
か
ら
入
院
の
同
意
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
看
護
研
究
を
通

し
て
充
実
し
た
説
明
と
承
諾
の
シ
ス

テ
ム
構
築
に
関
す
る
研
究
発
表
で

す
。

　
　

２
．
後
天
性
血
友
病
に
無
顆
粒
球
症
を

合
併
し
た
一
例
の
症
例
報
告
：

     

　
　              

（
内
科
）

 

　 

比
較
的
希
な
症
例
を
診
断
・
治
療

し
、
文
献
調
査
も
合
わ
せ
て
発
表

し
ま
し
た
。

　
　
　

３
．
便
潜
血
陽
性
患
者
の
２
次
検
診
と

し
て
の
内
視
鏡
検
査
の
有
用
性
に

つ
い
て
：

　
　
　
　
　
（
外
科
・
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
）

  

　
　
便
潜
血
陽
性
者
は
大
腸
ポ
リ
ー
プ

や
大
腸
癌
な
ど
大
腸
疾
患
の
有
病

率
が
高
率
で
す
。
下
部
消
化
管
内

視
鏡
検
査
は
こ
れ
ら
の
診
断
、
治

療
に
有
用
で
あ
る
こ
と
を
当
院
内

視
鏡
セ
ン
タ
ー
の
症
例
を
分
析
し

た
報
告
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

４
．
下
部
消
化
管
内
視
鏡
検
査
の
前
処

置
方
法
の
検
討
：

　
　
　
　
（ 

内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
・
検
査
科
）

　
　
　
　 

下
部
消
化
管
内
視
鏡
検
査
を
安
全

に
行
う
た
め
の
有
効
な
前
処
置
法

に
つ
い
て
の
検
討
で
す
。
わ
か
り
や

す
い
説
明
、
下
剤
の
内
服
方
法
、
腸

管
運
動
を
亢
進
さ
せ
る
薬
剤
の
併

用
効
果
を
検
査
時
の
便
の
状
態
や

検
査
時
間
な
ど
で
比
較
し
ま
し

た
。

　　
二
七
演
題
の
す
べ
て
を
こ
の
紙
面
で
報
告

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
非
常
に
残
念
で

す
が
，
内
容
は
練
馬
区
の
保
健
衛
生
の
分

野
、
在
宅
医
療
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
、
小
児
医

療
、
糖
尿
病
、
漢
方
、
内
視
鏡
、PE

T
-

検
査

の
有
用
性
、
癌
化
学
療
法
な
ど
多
岐
に
わ

た
っ
て
お
り
、
後
日
練
馬
医
学
会
誌
に
報
告

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
交
流
は
練
馬
区
の
医
療
レ
ベ

ル
の
向
上
だ
け
で
は
な
く
、
学
会
を
通
じ
て

多
く
の
先
生
方
と
人
間
関
係
を
築
き
日
常

診
療
に
お
い
て
情
報
交
換
、
医
療
連
携
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
当
院
か
ら
の
発
表
は
看
護
師
、
研
修
医
、

医
師
、
検
査
技
師
で
あ
り
、
病
院
全
体
が

一
丸
と
な
っ
て
日
常
診
療
の
向
上
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
日
々
、
質
向
上
の
努
力
を
し

ま
す
の
で
ご
支
援
、
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

第
十
四
回
練
馬
医
学
会
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参
加
し
て

    

外
科.

内
視
鏡
セ
ン
タ
ー.

    
   
    
     

地
域
連
携
室
　

    
    
   
    
    
    

栗
原
直
人
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「外来患者さんアンケート」集計結果「外来患者さんアンケート」集計結果

　　7月12日と24日の2日間、外来患者さんを対象に『外来アンケート』を実施いたしました。

　多数の方々 にご協力をいただき、ありがとうございました。アンケート集計結果の一部をご報告いたします。

　当院では、アンケートやご意見箱などで皆様のご意見をお伺いし、医療の質向上を行い、安心してかかれ

　る病院づくりを目指しています。

　改善要望に対しては直ちに対応できることは実施しています。

旧病院案内
53%

職員説明
13%

近所紹介
10%

その他
18%

ＨＰ
6%

Q1:練馬総合病院の移転を何でお知りになりましたか Q2:本日主にどのような交通機関で来院されましたか

電車
27%

自転車
22%

その他
0%

ﾊ゙ｽ
5%

ﾊ゙ｲｸ
1%

徒歩
16%

自家用車
15%

ﾀｸｼー
14%

設備十分
11%

その他
17%

大総合病院
16%

診療所紹介
8%

他院紹介
9%

知った医師
11%

家が近い
18%

良い医師
10%

Q3:練馬総合病院を利用された理由は
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Q.5:職員の対応について

　Q.4：病院の印象

　　　　　　　　御協力ありがとうございました。皆様のご意見を参考に努力して参ります。

　　        　　　次回もアンケートに御協力お願いいたします。
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七月から皮膚科弟子丸医師に代わり

横山医師、産婦人科に河西医師が

就任されました。

横山　知明医師

河西　明代医師

　
七
月
か
ら
産
婦
人
科
に
勤
務
し
て
い
ま

す
河
西
明
代
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
病
院
で
は
、
妊
婦
検
診
、
分

娩
、
婦
人
科
一
般
診
療
、
手
術
、
が
ん
検

診
な
ど
の
産
婦
人
科
診
療
に
広
く
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　
大
学
病
院
時
代
は
婦
人
科
系
の
研
究
室

に
所
属
し
、
特
に
卵
巣
癌
な
ど
の
悪
性
腫

瘍
に
つ
い
て
の
手
術
・
化
学
療
法
な
ど
の
治

療
や
臨
床
試
験
、
研
究
な
ど
を
専
門
と

し
て
学
び
ま
し
た
。

　
現
在
妊
娠
中
で
、
八
月
十
六
日
か
ら
産

休
に
入
り
ま
す
。
十
二
月
か
ら
復
帰
し
、

当
院
で
の
外
来
診
療
を
開
始
さ
せ
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。
妊
娠
・
出
産
を
経
験
し

て
よ
り
患
者
様
の
立
場
が
理
解
で
き
る
医

師
に
成
長
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

皮
膚
科
　
横
山
　
知
明
医
師

　

　

産
婦
人
科
　
河
西
　
明
代
医
師

皮膚科 月 火 水 木 金

午前 横 山 小 菅 横 山 小 菅 横 山

午後 ﾚー ｻ゙  ー外 来
（予約制 ）

小 菅 ﾚー ｻ゙  ー外 来
（予約制 ）

横 山

七
月
一
日
か
ら
勤
務
し
て
い
ま
す
皮
膚

科
の
横
山
知
明
で
す
。

皮
膚
は
人
体
の
表
面
全
体
を
覆
い
、
面

積
が
1.6

㎡
重
量
で
は
体
重
の
約
16
％
を
占

め
る
、
人
体
最
大
の
臓
器
で
す
。

皮
膚
科
で
は
皮
膚
表
面
に
現
れ
る
症
状

全
般
、
湿
疹
、
じ
ん
ま
し
ん
、
や
け
ど
、
水

虫
な
ど
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
髪
の
毛
や
爪
も
皮
膚
の
一
部
で

す
の
で
、
脱
毛
症
、
巻
き
爪
な
ど
も
取
り

扱
い
ま
す
。

特
に
私
が
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
「
ダ
ー

モ
ス
コ
ピ
ー
」
に
よ
る
皮
膚
病
変
の
診
断
で

す
。

 

ダ
ー
モ
ス
コ
ピ
ー
と
は
、
特
殊
な
拡
大
鏡

で
、
様
々
な
皮
膚
腫
瘍
の
診
断
に
力
を
発

揮
し
ま
す
。
な
か
で
も
「
ホ
ク
ロ
の
が
ん
」
と

呼
ば
れ
る
悪
性
黒
色
腫
の
早
期
診
断
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

日
本
人
で
は
特
に
足
の
裏
に
出
来
る
こ

と
が
多
い
病
気
で
す
。
足
の
裏
の
ホ
ク
ロ
が

気
に
な
る
と
言
う
方
は
、
お
気
軽
に
御
相

談
く
だ
さ
い
。

ま
た
慶
應
義
塾
大
学
病
院
で
は
、
脱
毛

症
の
診
断
・
治
療
に
つ
い
て
も
勉
強
し
て
参

り
ま
し
た
。

み
な
さ
ま
の
皮
膚
の
健
康
に
少
し
で
も

貢
献
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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　病院訪問　力行幼稚園
　
六
月
一
日
に
近
隣
の
力
行
幼
稚
園
の
園
児
が
美
し
い
花
と
笑
顔
を
携

え
て
病
院
を
訪
問
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
練
馬
総
合
病
院
で
は
看
護
部
長
・
事
務
長
・
研
修
医
の
白
根
医
師
な

ど
が
応
対
し
、
園
児
ら
と
語
ら
い
訪
問
に
感
謝
し
ま
し
た
。

看護体験に参加して

　
五
月
の
看
護
週
間
に
看
護
体
験
に
参
加

さ
れ
た
方
が
感
想
を
頂
き
ま
し
た
の
で
掲

載
し
ま
す
。

　
○
現
在
、
医
療
機
器
関
連
で
働
い
て
い
ま

す
。
看
護
体
験
で
、
看
護
師
は
様
々
な
多
く

の
業
務
を
こ
な
し
な
が
ら
、
一
人
一
人
の
患

者
に
対
応
し
て
、
何
気
な
い
会
話
の
中
に
も

患
者
さ
ん
の
元
気
を
引
き
出
そ
う
と
し
て

い
る
こ
と
に
感
心
し
ま
し
た
。

　
こ
の
体
験
を
医
療
機
器
の
作
成
に
生
か
せ

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
○
何
を
し
た
ら
良
い
の
か
戸
惑
っ
て
い
ま
し

た
が
、
看
護
師
の
方
が
優
し
く
教
え
て
下
さ

り
楽
し
く
体
験
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

生
ま
れ
た
て
の
赤
ち
ゃ
ん
に
接
す
る
こ
と
が

出
来
よ
い
体
験
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
い
っ
ぱ
い
勉
強
し
て
看
護
師
に
な

り
た
い
で
す
。
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●薬と食べ物の　　　

　　　　相互作用について●

　
だ
ん
だ
ん
と
涼
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
？

　
秋
と
い
え
ば
食
欲
の
秋
・
チ
ー
ズ
を
片

手
に
ボ
ジ
ョ
レ
ー
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
を
美
味
し

く
頂
け
る
季
節
で
す
ね
。

　
そ
ん
な
チ
ー
ズ
や
ワ
イ
ン
に
は
、
飲
み
合

わ
せ
の
よ
く
な
い
薬
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
今
回
は
食
べ
物
と
薬
の
相
互
作
用
に
つ

い
て
話
し
ま
す
。

〈
相
互
作
用
と
は
？
〉

 

相
互
作
用
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ

う
か
。
２
種
類
以
上
の
薬
を
飲
む
場
合
、

組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
は
、
作
用
が
強
く
出

す
ぎ
た
り
、
逆
に
効
果
が
な
く
な
っ
た
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
副
作
用
が
出
や
す
く
な
っ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

こ
の
相
互
作
用
は
薬
同
士
だ
け
で
は
な

く
、
薬
と
食
べ
物
で
も
起
こ
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

〈
薬
と
食
べ
物
の
相
互
作
用
〉
　
　

【
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
】

★
薬
の
効
果
が
強
く
な
る
こ
と
が
あ
る

為
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
は
次
に
示

す
薬
と
一
緒
に
飲
ま
な
い
で
下
さ
い
。

ア
ダ
ラ
ー
ト
CR
錠
20
㎎
・
ア
ダ
ラ
ー
ト
L

錠
に
20
㎎
・
ペ
ル
ジ
ピ
ン
錠
・
ア
テ
レ
ッ
ク
錠
・

カ
ル
ス
ロ
ッ
ト
錠
・
コ
ニ
ー
ル
錠
・
ニ
バ
ジ
ー
ル

錠
・
ラ
ン
デ
ル
錠
・
カ
ル
ブ
ロ
ッ
ク
錠
・
プ
レ

タ
ー
ル
錠
・
ネ
オ
ー
ラ
ル
10
㎎
カ
プ
セ
ル
・
ネ

オ
ー
ラ
ル
25
㎎
カ
プ
セ
ル
　

【
魚
・
チ
ー
ズ
・
ワ
イ
ン
】

★
頭
痛
、
動
悸
、
か
ゆ
み
、
血
圧
上
昇
な

ど
が
現
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
為
、
魚(

ヒ
ス

チ
ジ
ン
を
多
く
含
む
マ
グ
ロ
、
ハ
マ
チ
な

ど)

、
チ
ー
ズ
や
ワ
イ
ン(

チ
ラ
ミ
ン
を
多
く

含
む
も
の)

は
控
え
ま
し
ょ
う
。

イ
ス
コ
チ
ン
錠
　

【
納
豆
・
ク
ロ
レ
ラ
】

★
薬
の
効
果
が
弱
ま
っ
て
し
ま
う
た
め
、
納

豆
、
ク
ロ
レ
ラ
は
食
べ
な
い
で
下
さ
い
。

ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
錠
　

【
セ
イ
ヨ
ウ
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ(

セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー

ン
ズ
・
ワ
ー
ト)

含
有
食
品
】

★
薬
の
効
果
が
弱
ま
っ
て
し
ま
う
為
、
セ

イ
ヨ
ウ
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
を
含
む
食
品
は
食
べ

な
い
で
下
さ
い
。

ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
錠
・
ネ
オ
ー
ラ
ル
10
㎎
カ
プ
セ

ル
・
ネ
オ
ー
ラ
ル
　
　
　
カ
プ
セ
ル
・
ジ
ギ

ト
キ
シ
ン
錠
・
ジ
ゴ
シ
ン
錠
・
ラ
ニ
ラ
ピ
ッ
ド

錠
・
テ
オ
ロ
ン
グ
錠
・
テ
オ
ド
ー
ル
ド
ラ
イ
シ

ロ
ッ
プ
20
％
・
ユ
ニ
フ
ィ
ル
錠
　

【
牛
乳
】

★
牛
乳
と
同
時
に
服
用
す
る
と
効
果
が

落
ち
る
の
で
、
２
～
３
時
間
ず
ら
し
て
服

用
し
て
く
だ
さ
い
。

ミ
ノ
マ
イ
シ
ン
カ
プ
セ
ル

【
タ
バ
コ
、
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
嗜
好
品
】

★
タ
バ
コ
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
カ
フ
ェ
イ
ン
を
含
む

も
の
は
、
薬
の
効
果
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
為
、
医
師
、
薬
剤
師
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
相
互
作
用
を
防
止
す
る
た
め
に
は
？
〉

　
○
　
自
分
で
飲
ん
で
い
る
薬
に
つ
い
て
、
よ

く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

　
○
　
新
し
く
薬
が
追
加
さ
れ
た
場
合
に

は
、
必
ず
そ
の
薬
に
つ
い
て
説
明
し
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

　
○
　
診
察
を
受
け
る
際
に
は
医
師
に
ど

の
よ
う
な
薬
を
飲
ん
で
い
る
の
か
、
必
ず
伝

え
ま
し
ょ
う
。

　
わ
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
医

師
、
薬
剤
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

25
㎎
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～ 臨床検査室から ～

●　聴力検査 ●

〔
ど
ん
な
検
査
？
〕

当
院
で
は
、
一
般
健
診
や
ド
ッ
ク
な
ど

で
純
音
聴
力
検
査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

検
査
に
は
気
導
聴
力
検
査
と
骨
導
聴

力
検
査
が
あ
り
ま
す
。

健
診
で
は
、
外
耳
道
・
鼓
膜
・
中
耳
の
伝
音

系
を
介
し
て
聴
か
せ
る
気
導
聴
力
検
査
法

を
行
な
っ
て
い
ま
す

〔
ど
の
よ
う
に
行
な
う
の
？
〕

防
音
に
な
っ
て
い
る
部
屋
に
入
っ
て
い
た

だ
き
、
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
装
着
し
ま
す
。

そ
し
て
ボ
タ
ン
を
持
っ
て
、
「
ピ
ー
ピ
ー
」

と
い
う
音
が
聞
こ
え
た
ら
、
ボ
タ
ン
を
押
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

検
査
音
は
一
０
０
０
Hz

と
四
０
０
０
Hz

の
２
種
類
の
音
を
聴
い
て
い
た
だ
き
、
ど
れ

だ
け
小
さ
な
音
が
聴
こ
え
る
か
と
い
う
検

査
に
な
り
ま
す
。

音
の
大
き
さ
を
dB

（
デ
シ
ベ
ル
）
で
表

し
、
30
dB
ま
で
を
異
常
な
し
と
し
ま
す
。

聴
力
は
オ
ー
ジ
オ
メ
ー
タ
で
測
定
し
、

そ
の
結
果
は
オ
ー
ジ
オ
グ
ラ
ム
に
記
入
さ

れ
ま
す
。
聴
力
は
聴
力
レ
ベ
ル
で
表
さ
れ
、

そ
の
単
位
は
dB
（
デ
シ
ベ
ル
）
で
す
。
健
聴

者
の
聴
力
レ
ベ
ル
は
0
dB
、
さ
さ
や
き
声
は

30
dB
、
ふ
つ
う
の
会
話
は
60
dB
、
叫
び
声
は

90
dB
で
す
。

〔
難
聴
の
種
類
〕

耳
の
解
剖
は
大
き
く
わ
け
て
、
外
耳
・

中
耳
・
内
耳
と
な
り
、
外
耳
と
中
耳
の
間

に
鼓
膜
が
あ
り
ま
す
。

　
ど
の
部
分
に
障
害
が
あ
る
か
に
よ
っ
て
難

聴
の
種
類
が
分
か
れ
ま
す
。

難
聴
に
は
伝
音
性
難
聴
、
感
音
性
難

聴
、
両
者
が
重
複
し
て
存
在
す
る
混
合
性

難
聴
と
が
あ
り
ま
す
。
代
表
的
な
疾
患

を
以
下
に
示
し
ま
す
。

・
伝
音
性
難
聴
（
外
耳
・
中
耳
の
伝
音
機
能

の
障
害
）

　
耳
垢
塞
栓
、
中
耳
炎

 

・
感
音
性
難
聴
（
内
耳
や
更
に
そ
れ
よ
り

も
中
枢
の
感
音
機
能
の
障
害
）

　
老
人
性
難
聴
、
騒
音
性
難
聴
、
突
発
性

難
聴
、
メ
ニ
エ
ー
ル
病

 

聴
力
は
年
齢
と
共
に
低
下
し
ま
す
が
、
組

織
の
老
化
が
原
因
と
な
る
も
の
で
40
歳
代

か
ら
高
音
域
の
聴
力
低
下
が
始
ま
り
、
60

歳
代
の
半
ば
に
は
軽
度
難
聴
の
域
に
達
し

ま
す
。

　
西
武
学
園
検
査
技
師
学
校
の
生
徒
が

病
院
検
査
室
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。

　　
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で

                           

紹
介
し
ま
す
。

●

検
査
室･

病
院
の
様
子
と
生
の
現
場
を

見
学
さ
せ
て
頂
き
、
検
査
技
師
と
し
て

の
イ
メ
ー
ジ
が
さ
ら
に
膨
ら
み
ま
し

た
。
ほ
と
ん
ど
の
検
査
が
機
械
化
さ
れ

て
い
る
中
、
技
師
の
重
要
さ
が
わ
か

り
、
と
て
も
た
め
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
来
年
の
病
院
実
習
に
向
け
、
よ
り
多
く

の
知
識
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

●

検
査
室
の
雰
囲
気
や
様
子
、
流
れ
な

ど
あ
ま
り
想
像
が
、
つ
か
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
現
場
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
ほ

と
ん
ど
が
機
械
で
検
査
で
き
る
が
、
最

終
的
な
判
断
は
人
が
行
う
こ
と
が
学

べ
、
よ
か
っ
た
で
す
。

●

検
査
室
現
場
を
実
際
に
見
学
し
、
検

査
技
師
と
い
う
職
へ
の
思
い
が
よ
り
強

く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も

印
象
的
だ
っ
た
こ
と
は
、
機
械
に
よ
る
検

査
の
多
さ
で
す
。
機
械
化
の
中
で
必
要

と
さ
れ
る
技
術
と
知
識
を
よ
り
多
く

身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
、
来
年
の
病
院

実
習
に
向
け
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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メタボリックシンドロム

　　の予防

　
「
ち
ょ
っ
と
悪
い
け
れ
ど
大
丈
夫
」
で
は
な

く
、
「
ち
ょ
っ
と
悪
い
か
ら
危
険
」
で
す
。
日
本

の
３
大
死
因
は
、
癌
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
で

す
。
　
　
心
臓
病
と
脳
卒
中
は
動
脈
硬
化
に

よ
っ
て
ひ
き
起
こ
さ
れ
る
循
環
器
病
で
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ム
は
、
こ
れ
ら
の
循
環

器
病
を
予
防
す
る
た
め
の
疾
患
概
念
と
し
て

作
ら
れ
ま
し
た
。

　
内
臓
脂
肪
型
肥
満
を
共
通
の
要
因
と
し

て
高
血
糖
、
脂
質
異
常
、
高
血
圧
を
呈
す
る

病
態
で
、
そ
れ
ら
が
重
な
っ
た
場
合
は
心
臓

病
、
脳
卒
中
な
ど
の
発
症
リ
ス
ク
の
大
き
く

な
る
こ
と
か
ら
、
内
臓
脂
肪
を
減
少
す
る
こ

と
で
、
そ
れ
ら
の
発
症
リ
ス
ク
の
低
減
が
図

ら
れ
る
と
い
う
考
え
方
を
基
本
と
し
て
い
ま

す
。
　
脂
肪
は
肝
臓
、
腸
間
膜
の
周
囲
、
皮
下

に
蓄
え
ら
れ
ま
す
。
腸
間
膜
の
周
囲
に
蓄

え
ら
れ
た
脂
肪
の
こ
と
を
「
内
臓
脂
肪
」
と

言
い
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ム
の
基
盤
と

な
り
ま
す
。

　
過
食
（
過
栄
養
）
と
運
動
不
足
（
低
活
動

性
）
と
い
う
生
活
習
慣
の
偏
り
に
よ
り
、
内

臓
脂
肪
が
増
え
る
と
、
善
玉
の
ア
デ
ィ
ポ
ネ

ク
チ
ン
が
減
り
、
悪
玉
の
サ
イ
ト
カ
イ
ン
が

増
え
て
血
圧
が
上
が
っ
た
り
、
イ
ン
ス
リ
ン
の

効
き
が
悪
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
の
状
態

が
長
く
続
く
と
、
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
高
脂

肪
症
と
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ム
の
診
断
基
準

  
必
須
項
目

  
内
臓
脂
肪
（
腹
腔
内
脂
肪
）累
積

  

内
臓
脂
肪
断
面
積
　

男
女
共
に
百
平
方
セ
ン
チ
に
相
当

 

ウ
エ
ス
ト
周
囲
径

　
　
男
性
　８ ５

㎝
以
上

　
　
女
性
　９ ０

㎝
以
上

選
択
項
目

脂
質
代
謝
異
常

高
ト
リ
グ
リ
セ
ラ
イ
ド
血
症

低
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症

ト
リ
グ
ラ
セ
イ
ド
値

           

１
５
０
㎎
　
ｄ Ｌ
以
上

Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
　

          

４
０
㎎
　
ｄ Ｌ
未
満

血
圧
高
値

収
縮
期
血
圧
　
　
１
３
０
㎜
Ｈｇ
以
上

拡
張
期
血
圧
　
　
８
５
㎜
Ｈｇ
以
上

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ム
の
診
断
基
準
は

内
臓
脂
肪
の
蓄
積
が
必
須
条
件
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
、
選
択
項
目
の
３
項
目
の
う

ち
２
つ
以
上
を
満
た
し
て
い
る
と
き
に
「
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ム
」
と
診
断
さ
れ
ま
す
。

　
ウ
エ
ス
ト
は
、
へ
そ
周
り
を
測
定
す
る
の
が

正
し
く
、
腰
の
一
番
細
い
場
所
で
は
な
い
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
予
防
す
る
に
は
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
こ

と
が
肝
心
で
、
食
事
を
見
直
し
、
運
動
を
心

が
け
、
体
重
を
減
ら
し
、
ウ
エ
ス
ト
を
縮
め

ま
し
ょ
う
。

食
事
の
基
本

・
シ
ョ
糖
、
果
糖
の
多
い
菓
子
や
果
物
を
食
べ

過
ぎ
な
い

・
脂
の
の
っ
た
肉
、
魚
、
食
べ
過
ぎ
な
い

・
バ
タ
ー
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど

使
い
過
ぎ
な
い

・
焼
く
・
煮
る
・
蒸
す
の
調
理
方
法
で
食
べ
る

・
野
菜
を
食
べ
て
ビ
タ
ミ
ン
・
食
物
繊
維
を
採

る・
一
口
15
～
20
回
噛
ん
で
食
べ
、
食
べ
す
ぎ
を

防
ぐ
・
寝
る
３
時
間
前
ま
で
に
夕
食
を
済
ま
せ
る

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ム
は
、
男
性
は
働
き

盛
り
の
３ ０
代
か
ら
、
女
性
で
は
更
年
期
以
降

に
増
え
て
き
ま
す
。
突
然
の
心
筋
梗
塞
や

脳
梗
塞
で
倒
れ
な
い
た
め
に
、
食
事
や
運
動

に
気
を
配
り
良
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け

ま
し
ょ
う
。

糖
代
謝
異
常

空
腹
時
血
糖
値
　
　
１
１
０
㎎
　
ｄ Ｌ
以
上

料理コーナー
さやいんげんと麩の卵とじ   エネルギー：146kcal 塩分：16g 

材料：（2人分）        作り方 

卵        2個     ①さやいんげんは筋を除いて切る 

さやいんげん   40g        焼き麩は水で戻し絞る 

焼き麩      20g     ②鍋にさやいんげん、焼き麩、調味料を入れ煮る 

砂糖     大匙 1 1/3    ③卵をとぎほぐして、まわしいれる 

しょうゆ   小匙 1 1/3 

塩        少量  
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【
リ
ハ
ビ
リ
通
信
】 

 

高
齢
者
に
お
け
る
骨
折
の
治
療
と 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

 
<

は
じ
め
に>

 

高
齢
者
に
多
い
骨
折
の
う
ち
代
表
的
な

二
つ
の
骨
折
の
治
療
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。 

 
<

橈
骨
遠
位
端
骨
折> 

転
ん
で
手
を
つ
い
た
際
に
受
傷
し
ま
す
。

年
齢
を
問
わ
ず
見
ら
れ
ま
す
が
、
高
齢
者

に
多
い
骨
折
の
一
つ
で
す
。 

症
状
は
手
首
の
痛
み
や
腫
れ
で
、
変
形

や
運
動
障
害
を
認
め
ま
す
。
診
断
は
Ｘ
線

検
査
で
確
定
さ
れ
ま
す
。 

 

治
療
は
保
存
療
法
が
原
則
で
、
ギ
プ
ス

は
腕
か
ら
指
の
根
元
ま
で
巻
き
ま
す
。
整

復
が
良
好
で
転
位
（
骨
折
面
の
ず
れ
）
が

な
け
れ
ば
三
～
四
週
間
の
経
過
観
察
と
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
整
復
後
も
再
び
転
位

を
認
め
る
不
安
定
な
場
合
は
手
術
の
適
応

と
な
り
ま
す 

 

固
定
後
は
手
首
を
動
か
し
た
り
手
で
体

を
支
え
た
り
す
る
こ
と
は
禁
忌
で
す
。
し

か
し
、
肘
や
手
の
指
は
積
極
的
に
動
か
さ

な
い
と
固
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
当
初
は

腫
れ
や
痛
み
が
あ
っ
て
な
か
な
か
自
分
で

は
で
き
な
い
も
の
で
す
。
通
院
し
て
リ
ハ

ビ
リ
に
か
か
る
こ
と
を
お
奨
め
し
ま
す
。 

四
～
六
週
経
過
す
る
と
骨
折
部
が
安
定

し
始
め
ま
す
。
こ
の
頃
、
手
首
を
動
か
し

始
め
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
強
い
運
動
は

で
き
ま
せ
ん
。 

六
～
八
週
で
強
め
の
運
動
が
可
能
と
な

り
、
八
～
十
二
週
で
ほ
ぼ
完
治
し
生
活
上

の
制
限
は
な
く
な
り
ま
す
。 

 
<

大
腿
骨
頚
部
骨
折>

 

若
年
者
に
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
大
半
が

骨
粗
鬆
症
を
有
す
る
高
齢
者
で
す
。
原
因

の
多
く
は
転
倒
で
、
高
齢
者
が
転
倒
し
て

股
関
節
部
の
痛
み
を
訴
え
歩
行
障
害
を
認

め
た
場
合
は
、
ま
ず
大
腿
骨
頚
部
骨
折
を

疑
い
ま
す
。 

か
つ
て
は
骨
折
部
に
よ
っ
て
内
側
骨
折

と
外
側
骨
折
に
大
別
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
で
は
前
者
を
大
腿
骨
頚
部
骨
折
、
後

者
を
大
腿
骨
転
子
部
骨
折
と
呼
び
ま
す
が
、

両
者
を
総
称
し
て
大
腿
骨
頚
部
骨
折
と
呼

ぶ
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。 

骨
折
部
位
を
問
わ
ず
高
齢
者
の
場
合
は

手
術
が
第
一
選
択
に
な
り
ま
す
。
骨
癒
合

を
待
つ
間
の
安
静
臥
床
に
よ
る
廃
用
症
候

群
を
避
け
る
た
め
で
す
。
ま
た
、
術
後
も

可
及
的
早
期
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が

予
後
を
左
右
し
ま
す
。 

  
右
の
図
は
当
院
で
も
多
く
用
い
ら
れ
る

手
術
方
法
で
す
。
骨
折
部
位
や
全
身
状
態

な
ど
を
考
慮
し
て
術
式
は
選
択
さ
れ
ま
す
。 

当
院
で
は
大
腿
骨
頚
部
骨
折
の
ク
リ
ニ

カ
ル
パ
ス
（
治
療
計
画
）
を
導
入
し
て
い

ま
す
。
術
後
は
早
期
離
床
を
目
的
に
手
術

の
翌
日
か
ら
訓
練
を
開
始
し
ま
す
。
そ
し

て
術
後
四
日
目
か
ら
は
つ
か
ま
り
立
ち
、

術
後
七
日
目
か
ら
は
伝
い
歩
き
、
術
後
二

週
目
か
ら
は
杖
歩
行
と
い
う
計
画
で
す
。 

手
術
の
成
果
は
整
復
の
良
否
、
金
属
の

固
定
力
、
骨
の
強
度
、
合
併
症
の
有
無
な

ど
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
ま
す
が
、
予
後
を

決
定
す
る
最
大
の
要
因
は
受
傷
前
の
歩
行

能
力
と
回
復
へ
の
意
欲
で
す
。 

 
<

お
わ
り
に>

 

昨
年
九
月
、「
高
齢
者
の
転
倒
と
骨
折
」

を
テ
ー
マ
に
敬
老
の
日
特
別
講
演
が
開
催

さ
れ
、
筆
者
も
「
転
倒
の
予
防
」
に
つ
い

て
講
演
の
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。
高
齢
者

の
骨
折
の
多
く
が
転
倒
に
由
来
し
、
そ
の

転
倒
は
予
防
で
き
る
こ
と
を
お
話
し
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
骨
折
さ
れ
る
方
が
後
を

絶
た
な
い
の
が
現
状
で
す
。 

四
月
か
ら
の
連
載
で
高
齢
者
の
転
倒
と

骨
折
、
そ
し
て
治
療
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

次
回
か
ら
は
転
倒
の
予
防
を
中
心
に
「
正

し
い
歩
き
方
」「
生
活
環
境
の
見
直
し
」
そ

し
て
「
転
ん
で
も
ケ
ガ
を
し
な
い
」
な
ど

を
と
り
あ
げ
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
筆
者
が
最

も
訴
え
た
い
と
こ
ろ
で
す
。 

 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科 

理
学
療
法
士 

堀
川
一
夫 

上：正常象  下：骨折象

上：ギプス固定後のＸ線写真
下：創外固定 
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このコーナーでは、皆様から寄せられた病気や健康などの質問・疑問に、

それぞれ専門の立場からお答えいたします。

疑問・質問などは・・・

　当院広報委員会に郵送、またはE-mailされるか、

院内に設置のご意見箱に投函してください。

E-E-mail：info＠nerima-hosp.or.jp

Ｑ
：

 

受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
に
健
診
⑤
と
あ
り
ま

す
が
、
人
間
ド
ッ
ク
や
区
の
健
診
の
受
付

も
こ
こ
で
良
い
で
す
か
？

 

何
時
か
ら
受
け
付
け
て
も
ら
え
ま
す

か
？
　
ま
た
健
診
は
予
約
が
必
要
で
す
か
？

Ａ
：
　 

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
・
契
約
企
業
健
診

は
予
約
が
必
要
で
す
。

　 

検
査
当
日
は
正
面
受
付
で
お
名
前
を
確

認
後
健
康
医
学
セ
ン
タ
ー
へ
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

　
成
人
・
高
齢
者
・
乳
癌
・
子
宮
癌
・
一
般
健

診
（
就
職
・
進
学
な
ど
）
は
予
約
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

月
曜
～
金
曜
日
　
　

　
　
午
前
　
８
：
０
０
～
１
１
：
０
０

　
　
午
後
１
２
：
０
０
～
　
４
：
０
０
ま
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
※
但
し
一
般
健
診
で
眼
科
が
含
ま
れ
て

い
る
場
合
は
水
曜
日
～
金
曜
日
午
前
中
の

み
に
な
り
ま
す
。

　
尚
、
人
間
ド
ッ
ク
・
脳

ド
ッ
ク
の
検
査
の
流
れ

を
前
回
ハ
ロ
ー
ホ
ス
ピ

タ
ル
に
掲
載
し
ま
し
た

が
改
訂
し
、
掲
示
し
ま

し
た
の
で
ご
注
意
下

さ
い
。

受付8：15

12：30終了

12：30終了

　　人間ドックの流れ

　　脳ドックの流れ

受付8：15

検

査

の

流

れ

受

付

Ｍ

Ｒ

Ｉ

・

Ｍ

Ｒ

Ａ

Ｃ

Ｔ

更

衣

血

圧

測

定

身

体

測

定

採

血

心

電

図

頚

動

脈

超

音

波

検

査

胸

部

レ

ン

ト

ゲ

ン

更

衣

検

尿

問

診

票

提

出

後

日

結

果

説

明

血

圧

脈

波

検

査

の

流

れ

受

付

結

果

説

明

眼

科

診

察

胃

部

レ

ン

ト

ゲ

ン

更

衣

血

圧

測

定

身

体

測

定

採

血

内

科

診

察

心

電

図

腹

部

・

甲

状

腺

超

音

波
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お待ちして
　　おります

　広報委員会では、当院に対する皆様からの

ご意見・ご質問など（その他何でも結構です）

お待ちしております。

　院内に設置してあるご意見箱、または

E-mailでお待ちしております。

＊ご意見箱設置場所＊　　各階談話室

　　　　　　　　　　　　　　　　　玄関総合案内

次号は、第６６号　平成２０年　１月 １日発行予定です。

連絡先　 Te l　 03-5988-2200 　　　　　　　　　

　　　　　　　　Fax　　03-5988-2250
　　　　　　　e-mail : info@nerima-hosp.or.jp
　　　　　　　http://www.nerima-hosp.or.jp



★診療科目★ 内科／外科／整形外科／皮膚科／泌尿器科／産婦人科／眼科／

小児科／脳外科／リハビリテーション科／放射線科

人間ドック／脳ドック／癌検診
　　　　　　　　　　　健康医学センター ／糖尿病センター／創傷ケアセンター ／内視鏡センター

★受付時間★ 午前の診療受付　　午前８時～午前１１時

午後の診療受付　　正午～午後４時

★休 診 日★ 土曜日／日曜日／祝祭日／年末年始

急患は年中無休で24時間診療いたします

★２４時間救急受付★ 当直医常時３名体制　

　　　（内科／外科系／産婦人科）

★面会時間★　　　平日　　午後3時～午後8時

　　　　　　　　　土･日･祝日　午前10時～午後8時

　　平日午後7時・休日午後5時30分以降は夜間救急入口になります。

　☆新生児面会時間☆

　平日　　　　午後３時～3時30分　午後5時～午後7時

　土･日･祝日　午前11時から12時　午後３時～3時30分　午後5時～午後7時

｢ﾊﾛ-ﾎｽﾋﾟﾀﾙ｣：第６５号

平成19年10月1日発行（年4回発行）

発行／編集
財団法人東京都医療保健協会

練馬総合病院　広報委員会

当院へのご案内

　交通：電車　■西武池袋線　　　　江古田駅南口　　徒歩７分
　　　　　　　■地下鉄有楽町線　　小竹向原④出口　徒歩15分
　　　　　　　■都営大江戸線　　　新江古田出口　　徒歩８分　　　

〒176-8530　
東京都練馬区旭丘１-２４-1

　Tel．０３－５９８８－２２００

Fax. ０３－５９８８－２２５０

練馬総合病院入り口




